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第 T 回庭野平和賞受賞者

ヘルダーぺソア・カマラ大司教

庭野平和財団ならびに庭野日敬総裁が、第 2 回庭野平和

台の受合者にホーマー・ A· ジャツク博士を選ばれたこと

は、誠に喜ばしいことです。

このすばらしい、人問。のこれまでの人生は、要約すれ

ば人権擁護、軍縮努力、核兵器の廃絶、宗教間協力のため

の献身的活動にあったといえるでしょう。

私の古くからの親しい友であり兄弟であるホーマー­

A ・ジャック博士のような人物が存在することに対して神

の栄光を賛えるとともに、，今後も庭野平和財団の皆様とと

もに平和のために歩み続けたいと思います。

国際、連合事務総長

ノ\ビエル・デクエヤル

第 2 回庭野平和貨を受賞されたホーマー・ジャック博士

に心からお祝い申し上げます。平和と国際理解の促進に多

大なる貢献をされている庭野平和財団が、この平和賞の受

賞者としてジャック博士を選ばれたことは、誠に感服の至

りと存じます。

ジャック博士は世界組織である国連の理想実現にこれま

で終始一貫して献身的に活動してこられましたが、国連の

われわれもそれを非常に高く評価して参りました。

われわれの活動の多く、とりわけ軍縮に対する博士の己

れを捨てた献身ぶりはわれわれの模範であり、博士が広く

世界の人々に称賛され、感謝されているのもまさにそこに

あります。

武者存競争、とくに核兵器競争を終わらせるには、世界中

の人々が立ち上がらなければなりません。われわれ共通の

未来が脅威にさらされているからです。この危機的状況に

あって、これまで以上に求められているのは、ホーマ ・

ジャック博士のように、献身的に平和運動に従事している

人たちの車内力的な活動です。
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TheFirstRecipientoftheNiwanoPeacePrize

ArchbishopHelderPessoaCamara

OurdearNiwanoPeaceFoundationandherHigh

Presidentmustreceivespecialcongratulationsforthe

veryrightelectionofDr.Hom 巴r A.Jackasthewinner

ofthesecondNiwanoPeacePrize

Thedefl 巴nse ofhumanrights, theeffortfordisarmaｭ
mentandabolitionofnuclearweapons, thededication
forinterreligiouscooperationarethesummaryofthe

lifeofthiswonderfulMan

Inheart, IwillbewithourNiwanoFamily , glorト

fyingGodbytheexistenceofHumanBeingsasDr

HomerA.Jack , myoIdanddearFriendandBrother

SecretaryGeneral, UnitedNationsHeadquarters
Mr.JavierdeCuellar

Itgivesmegreatpleasuretoexpressmysincereconｭ

gratulationstoDr.HomerJackonreceivingthesecond

NiwanoPeacePrize.Itismostappropriatethatthe

NiwanoPeaceFoundation , whichhasbeenmakinga
commendablecontributiontothepromotionofpeace

andinternational understanding, shouldhavechosen

Dr.Jackastherecipientofthisaward

WeattheUnitedNationshavedeeplyappreciated

Dr.Jack'ssteadfastcommitmenttotheidealsofthe

worldorganization.Hisselflessdedicationtosomany

ofouractivities, andinparticulartothecauseofdisｭ

armament, hasbeenexemplaryandhasearnedhimthe
widestadmirationandgratitude.

Itisform巴n andwomentheworldovertourgean

endtothearmsrace, especiallythenucleararmsrace,
sinceitisourcommonfuturewhichisthreatened.In

thesecritical times, thecontributionmadebysuchdeｭ
votedworkersforpeaceasDr.HomerJackismore

essentialthanever
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IIF~亙己~

WCRP 国際委員会委員長

アンジエロ・フェルナンデス大司教

ホーマー・ジャツク博士に対する庭野平和賞の贈呈式に

係わりを持つことができますことは、私にとって誠に光栄

に存じます。

ジャック 1等土とは、私自身、世界宗教者平和会議

(WCRP) の創設と育成に初めから取り組んできた間柄で

す。ジャック博士はこれまで WCRP の事務総長を務めら

れる一方、宗教の枠を超えた世界平和のための組織化に多

大な業績をあげられましたが、それはひたすら博士の長年

にわたる啓蒙活動と献身的な努力の賜物です。博士の鋭い

知性と意志の強さ、この二つがあるからこそ、博士は大き

な目標を掲げて、神の庇護のもとにその目標に忠実に奉仕

することができたのです。私たちの会議の準備調整をすべ

て怠ることなく成し遂げることができたのは、その一例で

す。私たちのこの新しい組織に、特に力を貸したのは、

WCRP 運動のために率先して新しい道を拓き、世界の広が

りの中でその役割を果たそうという博士の進取に富む、寛

大な精神です。訪中平和使節[liは、その好例といえるでしょう。

ホーマー・ジャック|導士のこれまでの業績のうち、特に

注目されるのは人権問題と軍縮の分野におけるすばらしい

功績て‘す。ちなみに博士は、国連本部で NGO 委員会の委員

長を 10年以上も努めてまいりました。また、ごく最近では、

r軍縮か死か』という本も出しております。この他にも博

士は、 卜数年にわたって国連と深い係わりを持ち、国連の

フォーラムに対して WCRP の考え方を終始一貫して提示

してきました。その努力の結果として、 1981年12月に国連

で採択された『信仰の自由宣言』に特に注目していただき

たいと思います。

WCRP の発展に伴い、今日の世界の要求と課題に理想的

な形で対処するとともに、現在の状態から真の意味での恒

久的平和に向かつて 大飛躍することができれば、この新

しい組織の土台づくりに果たした役割を、ジャック博士は

充足感をもって振り返ることができるものと思います。

3口

President, WCRP/International
ArchbishopAngeloFernandes

Itgivesmegreatpleasuretoassociatemys 巴Ifwith the

presentationoftheNiwanoPeacePrizetoDr.Homer

Jack.IhavebeenverycloselyassociatedwithDr.Jack

inthelaunchingandnurturingoftheWorldConference

onReligionandPeacefromitsinαption. Hehasbeen

ourExecutiveSecretary-Generalandallthathasbeen

donetoplacethismulti-religiousorganizationforPeace

ontheworldmaphasbeendueingreatmeasur 巴 to his

enlightenedanddedicatedserviceovertheyears.The

sharpnessofhisintellecthasbeenweddedtoatenacity

ofwillwhichresulted ,underGod ,inagreatcommitment
anddedicationtothecausehehasservedsofaithfully.

Thethoroughnesswithwhichourm巴etings havebeen

preparedisoneillustration.Particularlyhelpfultoanew

organizationwashisspiritofinitiative, enterpriseand
opennesstoexplorenewavenuesfortheWCRPMoveｭ

menttoplayitsroleintheworld.ThePeaceMission

toChinaisagoodexample

Hisqualitiesandexperiencehasbeenseentothebest

advantageintheadmirableworkhedidinthefieldof

humanrightsandinthecauseofdisarmament.Witness

hischairmanshipoftheN.G.O.CommitteeatU.N.Headｭ

quartersformorethantenyearsandhislatestpublication

“ Disarm orDie".Thisisapartfromhiscloseassociation
withtheU.N.overtheyearsandhisconsistentpresenｭ

tationofWCRPthinkingtothatforum.Iwouldliketo

drawspecialattentiontotheeffortsthatresultedinthe

December1981U.N.DeclarationforReligiousFreedom.

AsWCRPforgesahead , Dr.Jackwillbeableto
lookbackwithsatisfactionontheroleheplayedinlayｭ

ingthefoundationsforthisneworganizationsoideally

suitedtothedemandsandchallengesoftoday'sworld

andcurrentlysowellpoisedtotakealeapforwardin

thejourneytowardsagenuineandlastingPeace.
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